
ほ り か ね 道   
堀中生の人間性を磨くための 1１月の行動目標  

「他人の気持ちを読み取ることができる」  (他者への気遣いができる) 

 

「子どもへのかかわり方」、特に思春期を迎えた中学生へのかかわり方、場面などについては悩みますよね。 

保護者や地域の皆さんにとっては、家庭や地域で中学生に接する場面は多く、子どものことを思えば思うほど悩んでしま

うのではないでしょうか。教師も同じです。ある購読誌に、そんな悩みの解決に示唆を与えてくれる一般の方の投稿があ

りましたので以下に紹介します。 

 中学１年生の夏休み、私は突如、重いアトピー性皮膚炎になった。手首と足首から先以外の全身が、真っ赤な発疹に覆われ

た。掻き壊された皮膚からは血がにじみ、浸出液の独特の臭いが常に私につきまとった。痒みで勉強に集中できず、それまで

学年トップだった成績は一瞬で地に堕ちた。同級生から「かわいい」ともてはやされた顔も、赤くむくんだ。大きすぎる見た目の

変容により、思春期の私の自尊心は容易に崩壊してしまった。一般的な治療ではよくならず、父の友人が漢方治療をしている

病院を紹介してくれた。病院までは、片道一時間。電車に乗っている三十分間は、周りの人に顔を見られるのが嫌で、母の横で

ずっと下を向いていた。診察室に入ると、初老の医師が、「どうしましたか」と訊いてきた。母が私の症状について説明している

と、医師が母を手で制した。「君に訊いている。君の言葉で言いなさい」 顔を上げると、医師は、目も身体もまっすぐ私へ向け

ていた。痒みと無力感しかなかった身体に緊張感が走る。初めて大人から、子どもとしてではなく、ひとりの人間として扱われ

た気がした。「痒いし、汚いし・・・。辛いです。」と言葉を絞り出すと、彼は、「時間はかかる。二年を目標にしよう。私は君の調子

を見ながら治療法を考えたい。そのためには、お母さんではなくて、君自身が通院しないといけない」と言って、私の脈や舌な

どを診察し、漢方薬の処方箋を渡してくれた。  

【食事の時間がくるのが憂うつ】 調剤薬局は、病院の向かいにあるビルの１階にあった。自動ドアが開くと、むせかえるような

漢方薬のにおいがした。気さくで穏やかな、母親世代の薬剤師が、薬について説明してくれる。煎じて飲むのが一番効果的だ

と言われたが、苦しくてとてもできない。吐きそうになりながら、一日三回、食前にぬるま湯で薬をそのまま流し込んだ。食事の

時間がくるのが憂うつだった。通院し始めて一年が経つ頃には、漢方薬の味にもなれ、煎じて飲めるようになった。薬剤師から

「まずい？」と訊かれ、「前よりマシです」と苦笑すると、「今回のほうが合っているかもね。また来週ね」と送り出してくれた。前

向きなのに余計な応援をしない対応が心地よかった。 

医師は普段、無駄話をしない人だったが、一度だけ、「学校で嫌な思いはしていないか」と訊かれたことがある。「嫌なことを

してくる人はいません。授業を欠席したり、部活を休んだりしても、待っていてくれる友達の優しさに応えられないのが辛いで

す」と答えると、医師は真剣な顔で言った。「これまでの君の人徳と、周りの子たちの育ちのよさだね。私は、君の親御(おやご)

さんやご友人の親御さんを尊敬するよ」 

【病気のおかげで出会えた】中学３年生の夏休みには、発疹がほとんどなくなった。初診時の目標通りの結果となり、「先生のお

かげです」とお礼を言うと、医師からは、「君のがんばりがすべてだ」とだけ返ってきた。言葉では表現しきれない、ズンとくる感

動で、私は何も言えなかった。「今後は継続的に経過確認」と書かれた処方箋を薬局で渡すと、いつも調剤室の一番奥でひた

すら作業をしていた男性が、初めて受け渡しカウンターに出てきた。所長だと名乗ったその人は、声を震わせながら言った。

「よく我慢した・・・。我慢の勝利ですね」驚いた。直接関わることはなくても、私の苦しみを慮（おもんぱか）ってくれる人がいた

ことに。周りを見ると、いつもの薬剤師たちも目を潤ませながらうなずいていた。胸がいっぱいで、涙があふれそうになる。鼻

の奥がツンとした。私が「また来ます！」と言うと、所長は「来ないほうがいいんだよ、ここは！」と答え、みんなで笑った。 

 帰りの電車では、温かい気持ちに包まれ、「大人ってすごいなぁ」とぼんやりしていた。病気は本当に辛かった 

が、それをきっかけに素敵な大人たちと出会えたことで、辛い経験は「価値あるもの」となった。 

 その後、私は無事に大人になり、臨床心理士の資格を取った。今は、たくさんの子どもたちやその親御さんと関わっている。

たとえ相手が子どもでも「その人の持つ力を信じて待つ」という大前提を忘れない、あの頃に出会った大人になって、それがい

かに難しいことかも、あらためて知った。彼らに負けない、私なりの素敵な大人を目指して、日々精進だ。 
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 読んで、どのような感想をもたれましたか。私は、この投稿の中に登場する医師、薬剤師、所長というそれぞれの立場

の大人の言動に「子どもへのかかわり方」のヒントがあるように思います。子どもを一人の人格として「認める、見守る、

信じる、さりげなく励ます、心からほめる」そんな塩梅の効いた大人の言動が、子どもの心に響き、子どもをより良い生

き方に導き、変えていくことを改めて感じました。

 

 

 

 

 

10月 17日(木)に立会演説会を経て、生徒会役員

選挙が行われ、新しい生徒会本部のメンバーが決まり

ました。当選した生徒も、残念ながら当選に達しなか

った生徒も堀兼中のことを真剣に考えていることが、

選挙公報や演説から大変よく分かりました。 

 奇（く）しくも？衆議院選挙の時期と重なり、生徒た

ちは国政に多少なりとも興味を抱き、生徒会選挙が

主権者教育の一翼となればと期待しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10月 16日(水)、稲荷山公園のコースで駅伝大会が

行われました。走りやすい天候の下、本校の生徒も精

一杯､タスキのリレーを頑張りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月は「いじめ撲滅強調月間」です！ 

     いじめは絶対ダメ！！ 

 

相談窓口等は次のページをご参照 

下さい。 

 

 

10月 11日(金)、12日(土)に陸上の県大会があり､本

校から 3名が出場しました。 

 

 

 

左から(ポーズ写真) 

1年粕谷希衣奈さん 

                                 2年平野里奈さん 

              1年桜井ﾌｧﾃｨﾊさん 

１１月の生活目標 

 〇他人の気持ちを汲み取ろう。 

〇地域から褒められるような登下校を目指そう。 

〇苦手科目を克服しよう。 

 

１１月の行事計画  

＊11月 1日より下校時間は 16:30 です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 １1月の主な行事 

１(金) 音楽会（狭山市民会館）弁当の日 

３(日) 🎌文化の日 

４(月) 振替休日 

５(月)~12(火) 三者相談 *7(木)は実施不可 

9(土) 
さやまっ子教育の日 公開授業 

＊2年生は地域美化活動 

12(火) 生徒朝会 

13(水) 専門委員会・評議会 

14(木) 県民の日 

15(金) 体育祭の振替休業日 

18(月) 命の授業(1年生) 

21(木)22(金) 3年生 2学期末テスト 

23(土) 🎌勤労感謝の日 

26(火) 学校朝会 

27(水)28(木) 1,2年生 2学期末テスト 

29(金) ひまわり学級学習発表会(市民会館) 

30(土) けやき祭(PTAバザー)＊3時間授業 

 

この取り組みの一つとして、こども家庭庁では児童虐待防

止の推進を図っています。児童虐待防止の市民運動のシン

ボルマークが「オレンジリボン」です。この活動を推進し、子

どもたちの笑顔が守れる社会をつくりましょう。 

児童虐待が疑われる状況を発見した場合は、ためらうこ

となく、      ℡ １８９（イチハヤク）へ！ 

 

 



いじめの相談窓口等 

○彩の国 よりそうみんなの電話・メール教育相談（埼玉県立総合教育センター） 

【相談内容 いじめ、不登校、学校生活】 

 １８歳以下の子供用（無料）＃７３
なやみ

００
ゼロゼロ

 又は ０１２０－８６
ハロー

－３１９２
さいのくに

 
 保護者用  ０４８－５５６

こ こ ろ

－０８７４
お は な し

 
 （毎日２４時間） 
 Ｅメール相談soudan@spec.ed.jp 

 ※Ｅメール相談の受信確認及び返信は、平日９時から 17時の時間帯に行っています。 
  受信の日時によって、土・日や祝日をはさんでからの返信となります。 
 

○いじめ通報窓口（埼玉県教育委員会） 

【通報内容 いじめに関すること】           

  https://www.pref.saitama.lg.jp/f2209/ijime-soudan-form.html 

    ※この窓口は「いじめ」についての情報提供を受けることが目的であり、相談に対する 
       返信は行いません。 
    ※通報された情報は学校に提供します。学校はあなたが送信したことがわからないよう 
       に調査・対応します。 
 

○埼玉県警察少年サポートセンター 

【相談内容 非行やいじめ、犯罪被害等の少年問題に関する心理面の相談（カウンセリング等）】 

 （月～金／祝日・年末年始を除く ８時３０分～１７時１５分） 

  ０４８－８６１－１１５２「少年用・ヤングテレホンコーナー」 

  ０４８－８６５－４１５２「保護者等用」 

  ※面接相談は要予約 

○子どもスマイルネット（埼玉県こども安全課） 

【相談内容 いじめなどこどもに関するあらゆる相談（本人・保護者等からの相談）】 

 （毎日／祝日・年末年始を除く １０時３０分～１８時００分） 

  ０４８－８２２－７００７ 

  ※いじめなどこどもの権利侵害に関する悩みは、「埼玉県子どもの権利擁護委員

会」が力になります。（面接相談（予約制）） 

○社会福祉法人 埼玉いのちの電話 

【相談内容 どんなことでも】 

 ０４８－６４５－４３４３（３６５日２４時間）  

 ０１２０－７８３－５５６ フリーダイヤル（毎日１６時～２１時）と  

                     （毎月１０日８時～翌日８時） 

 ０５７０－７８３－５５６ ナビダイヤル（毎日１０時～２２時） 

 インタ―ネット相談 埼玉いのちの電話ホームページからアクセス 

 

 

 

 



○特定非営利活動法人 さいたまチャイルドライン 

【相談内容 どんなことでも】 

１８歳以下の子供専用（無料） 

電話 ０１２０－９９－７７７７（毎日１６時～２１時） 

 オンラインチャットhttps://childline.or.jp/（火～土、第１・３月曜１６時～２１時） 

〇こころの健康相談統一ダイヤル 

【相談内容 こころの健康の相談】 

（平日・休日ともに２４時間対応） 

 電話番号 ０５７０ー０６４－５５６（おこなおう、まもろうよ、こころ） 

＊さいたま市の方は平日９時～１７時、１８時３０分～２２時 

○埼玉県こころの電話（埼玉県立精神保健福祉センター） 

【相談内容 心の健康の相談】 

 （月～金／祝日・年末年始を除く ９時～１７時） 

  ０４８－７２３－１４４７ 

＊さいたま市のお住いの方は「さいたま市こころの電話」へ 

 月～金／祝日・年末年始を除く ９時～１７時 

 電話番号 ０４８－７６２－８５５４ 

○埼玉県SNS相談 こころのサポート＠埼玉 

【相談内容 こころに関する相談内容を何でも（LINEで心理カウンセラーへ相談）】 

 （毎日１９時～２３時 受付は終了３０分前まで） 

  https://www.pref.saitama.lg.jp/a0705/suicide/sns.html 

○こどもの人権１１０番 （さいたま地方法務局） 

【相談内容 こどもの人権】 

 （平日８時３０分～１７時１５分） 

 （無料）０１２０－００７－１１０ 

◇こどもの人権ＳＯＳ－ｅメール 

 https://www.jinken.go.jp/kodomo 

            お問合わせ  埼玉県県民生活部青少年課 TEL048-830-2907 

 


